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　黄体機能不 全の 概念 は黄体よ りの ProgesterOne （F））分泌不全 ， 産生期 間短 縮 ， 機

能維持機構の障害があ り，その結果標的臓器 として の子宮内膜異常により月経異常，黄体

期出皿を 惹起 し ， さ らに妊卵の着床障害 ， 不妊 ， 習慣流産とな るものをこの範疇に入れて

いる ．

　文献【こ出現する 用 語 は さ ま ざ まで BBT 上の shOrt 　 luteal　 ohase ，
　 P 産生量 の低 い

luteaE　defeGt ，　 iuteal　insufficiency，　 luteal　dysfunctlon，　 imoaird 　GorPus 　Iuteum ，

子営 内膜診で の El付診より 2E］以上のすれ を認める Iuteal　 phase 　 inadeauacy ，
　 luteal

phase 　defect な どがあり， 産科婦人科用語集で は Iuteal　 insufficiencyと して い る．

　今 回は本症の病態，病 因，診断法および治療法の概要を述べ ， 不妊症 患者に つ い て の調

査結果と ， これまで 経験した 重症無排卵周期症および FSH 単独欠損症 に対する排卵誘発

療法中の黄体機能不全発現の問題を述べ る．

　黄体形成過程 と機能維持機構の 異常があ り前者に は a ）上位中枢 一視床下部機能異常と

して精神ストレス ， GnRH の波状分泌異常，過激な運動 ，週度な体重減 少 ，
　 b）下垂体機

能異常と して卵胞期の FSH 分泌異常，排卵期の LH 分泌異常およ び高 PRL 血症，
　 c ）卵

巣機能異常として卵胞発育異常，EstrOgen 分泌低下，顆粒膜細胞，莢膜細胞 の黄体化異

常な どが含 まれる．後者 に は黄体刺激因子 ， 退縮 因子 の不 均衡， OhQlestepol供繪 路障

窘．LH ，
　 PRL ，』，　 Prostaglandin な どの関与 と， αhANP の 黄体機能抑 制作用な どが

注目され，そ のdil　luteinization　 inhibitor，　 L 日 receDtor 　binding　inhlbitor（LHRBD
の存在も報告され て い る．

　黄 体 機 能 不 全 に 関 与 す る も の と し て 習 慣 流 産 の 23〜6ア％に 認 め ら れ る と か

Cbmiphene 療法時に 約50％に本症が発症する こ と が報告さ れて お り ， 高 PRL 皿症，生

殖期間の異常に短い場合，不妊症，産褥 （分娩，流産）後や Pil｝服用後の 回復期間およ び

子宮内膜症との関係が注目され て いる ．

1．血中ホ んモ ン測定

　　排卵後 5〜 7［ヨ目頃の血 中 P 値，E2値，　 PIE 比，　 PRL 偵な どを測定 し，　 P 値が10n8
　fml以下，　 P ／E 比50以下，　 PRL 偵20〜40n8／mL 以上を参考にする ．

2．BBT 測定

　　松本分類で III・一一　V 型，高温期が 8〜11日未満 に短縮するか否かをみ る．

3．子宮内膜日付診 （NOyes ，　R，W ，，　 Herti8．　RI．， り950）

　　排卵後 5〜 ア日目の子宮 内膜腺の変化，們〜G2Eヨ自の 間質の 変化を観察 する ．
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4．超音波診断

　　経腰，経腟的超音波断層法にて卵胞や黄体発育 ， 子宮内膜増殖が観察される．

　　岡田 ら （1988）は排卵後黄体を継時的に観察 し，排卵後 7〜 8日目頃の黄体 は内部が

　 EchOgenio，表面不整 とな り壁の厚 みが増加する が ，
　 a 〜d の四型の分類のうぢ，特 に

　壁の 菲薄化 した内部の HyPQechOic （Oy ＄tiG）な a 型で は血 中 p 値も低 く 黄体機能不

　全の 特徴的形態と し て い る ．
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1．黄体機能不全の 頻度

　　過去 3年間 に当機関で 治療を行 っ た不妊症14り例 につ いて黄体機能不全の 調査を行っ

　た結果，shOrt ［uteal　 Dhase は 2ア例 （19。1％）で あっ た．

　　
一方 ， BBT が＝ 相性で 「

⊃ 値が 2 〜10ng／m 」のもの が 9例 （ア．9％），　 s 〔Ort トuteal

　phase で p 値 が10ng／ml 以上の 3例 （11．1％）が認められた ．いすれ も P 値 ［こ よる判

　定墓準 ， 測 定時期と の関係が考 えられ る ．

2．　LHRH と TRH 　test の調査成績

　　不妊症 に対 して行われ た LHRH と TRH 　 testの検討結果は表 1［こ示すごと くで あり，

　黄体機能不全で正 PRL 群 における FSH ，
　 LH お よび PRL 値の基礎値 はい すれも正 常

　対照群 に比較して 高い傾向を 認めた ．一方 ， 高 PRL 〔m症 や潜 在性高 PRL 血 症 と考え

　られ る黄体機能不全 の場合 は FSH 値の 基礎値は比較的低下 した．

　　さ ら に高 PRL 皿 症で 無排卵 周期症の 場含 は FSH や LH の基礎値お よび各30分 恒が

　顕著 に低下 してい た．

　　　　　　　 （表 1 ）黄体機能 不 全 症 に 対す る LHRH と TRH 亡estの 成績
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　種 々の 治療法が試み られ て い るが黄体機能刺激療法 （hCG 剤）， 黄体ホルモ ン補充療法

（デュ フ ァ ス トン
E’
，プロル トンデポ

「

う，高 PRL 血症 へ のブ〔〕モクリブチ ン療法 ， 卵胞発

育， 成熟化療法 （クロ ミフ エ ン，ヒ ユ メゴ ン
te

，フエ ルテ ィ ノ
ー

ム 紡 などがある．

　過 去 3年 間 に 当機 関で 黄体 機 能不 全 に 対 し治 療 し妊 娠 に至 っ た症 例 は21例 あ り ，

DuPhaston 療法 ：11例，　hMG −nCG 療法 ： 3例，
　hCG 療法 ： 2例，

　ProlutOn　Deoot 剤 ：

2例 ， clOmld十 hcG 療 法 ： 2例 ，
　 Clomid十 Dure 　FSH 十⊃uDhaston 療 法 ：1例 ， の 内

容で あつ た．

EIEEEEZilEli
1．症例 1は21歳の 重症無排卵症で 不妊の ため Clomld 療法 ，

　 hMG −hOG 療法を繰 り返すも
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排卵周期を 認めす，当科紹介 となっ た．体型はやや 肥満 ， 多毛で初診時内診にて右子 宮

付属器を触知 ， 他の 内外性器 に特に異常を認めて い ない，BBT は
一
相性 ， 初診時の 内分

泌検査で E2 ：128D9／mi，　P 値 ：0．2ns／mL 　TestosteFone ：90．　On9／ml，　LHRH 　test で

FSH ，　 LH の 前値 と30分値 はそれぞれS．9／20および2．2／flOOmlu／ml と LH 高反応性 を示

し ， PCO 症 候 群 を 考え た．　S984年

ア月 よ り1990年 8周 ま で C】Omid

十 hMG −hCG 療法 を 反 復 し た が 1擁 蘓 鐶
　無排卵周期や 黄体機能不全周 期が

　継続 し妊娠 に至 っ て い な い．1990

　年 9月 よ り CIOmid−DUre 　FSH

　（フ ェ ルティ ノ
ー

ム
 
）
−hCG 療法

　と Swim 　UD 法の AH を開始し 2
　周期目に妊娠に成功 し双胎で現在

　24週 に至 っ て いる ．

2．症例 2は2り歳 の FSH 単独 欠損症

　で 初診時原発無月経 を主訴と し，

　初診時所見と して 陰毛が粗 ， 外陰

　や 子 宮 発育 不全 を認 め，性 染色

（表 2 ）重症無排卵症に お け る 治療経過

体 ・46・X，・ LH ・2．アー5．3・ 1・／・ 1鳶韈
FSH く先9mEu／ml ・PRL ：個ng ／　麺鏘葺髴簸
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　TsH ：2．5 巨灘騫ぎ籍

μ91ml ，
　ACTH ：ア3P8／n’il， 耀アKS ：

8．6rng／日 ， 170HOS ：3．2mg ／

日 で LHRH 　test 無反応の 成績で 蕁
・

FS 弾 歓 縣 と診 断 した．24鑷蘿美…

歳の 姉も原発無月経で FSH の み
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（表 3 ）Clinlcal　history　of　the　isolated　FSH

　 　 　 deflciency　in　a　s 「ster
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1．9mlu／ml 以下を承 した．

本症 は結 婚 後 ， 槓 極 的 な

hMG −hCG 療 法 を反 復 し

て いる が無排卵周期や黄体

機能不全周期が散発 し妊娠

に至 っ て いない．

　以上の 2症例 は卵 巣機能

や下垂体機能が高度に障害

され た例で あ り治療中も 黄

体機能不全が認められ ， 発

症機構の 複雑性が示 唆され

る．

（表 4 ）Endocrinological　profiles　on 　the 　isolated
　　　 FSH　deficiency　in　a 　sister
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（表 5 ） FSH 単独欠損例における巖近 の 経過
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一
ト
ー
　　

19」8，16，16　十　　　

　黄体機能不全 はなお ， そ の概念， 病態 ， 発症機構に不明な点があ り，診断基準や治療法

の再検討を要すると思われる．
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